
 広 報

33ア
ジ
ア

に
発信

する歴史海

道
都
市

2004

平成16年�
～対馬市誕生～�

■広報つしま　平成16年3月15日発行 No.1

■印刷：（資）厳原印刷所�

創刊号�創刊号�

■発行：対馬市　〒817-0022  長崎県対馬市厳原町国分1441番地�
　　　　　　　　TEL0920-53-6111  FAX0920-53-6112  E-mail  tsushima@city-tsushima.jp

男�
20,075人�

女�
合　　　　　計�

●人口世帯数（平成16年２月末現在）�

20,853人�
計�

40,928人�

世 帯 数 �

16,052世帯�



2

　
三
月
一
日
、
対
馬
六
町
が
ひ
と
つ
に

な
っ
て
「
対
馬
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。�

　
午
前
八
時
か
ら
対
馬
市
役
所
本
庁
舎

玄
関
前
で
、
開
庁
式
が
行
な
わ
れ
、
は

じ
め
に
国
旗
と
市
旗
の
掲
揚
、
次
に
佐

伯
英
雄
市
長
職
務
執
行
者
か
ら
「
六
つ

の
輪
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
未
来
に
輝
く

島
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
式
辞

が
あ
り
ま
し
た
。�

　
続
い
て
中
村
法
道
対
馬
支
庁
長
、
清

浦
義
廣
旧
対
馬
六
町
合
併
協
議
会
長
の

祝
辞
（
同
協
議
会
副
会
長
、
小
西
清
明

旧
峰
町
長
代
読
）
が
あ
り
、
対
馬
の
天

然
石
で
で
き
た
銘
板
の
除
幕
式
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
、
厳
原
幼
稚
園
児
十
二
名
に

よ
る「
く
す
球
割
」の
か
わ
い
い�

お
祝
い
も
あ
り
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、
小
田
一
八
旧
対
馬
議�

会
議
長
会
会
長
の
万
歳
三
唱
で
開
庁�

式
を
終
え
、
九
時
か
ら
は
辞
令
交
付�

式
、
十
時
か
ら
教
育
委
員
会
、
午
後
一

時
半
か
ら
選
挙
管
理
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
「
対
馬
市
」
が
本
格
的
に
動
き
出

し
ま
し
た
。�

�
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市
長
が
選
挙
で
決
ま
る
ま
で
の

間
、
対
馬
市
長
の
役
目
を
佐
伯
英

雄
（
さ
い
き
　
ひ
で
お
）
旧
豊
玉

町
長
が
務
め
ま
す
。

　
対
馬
市
消
防
団
長
と
し
て
峰
町

三
根
の
永
留
市
喜
（
な
が
ど
め
い

ち
き
）
さ
ん
が
市
長
応
接
室
で
辞

令
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　
十
時
か
ら
、
対
馬
市
役
所
別
館

第
二
会
議
室
で
対
馬
市
教
育
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
教
育
長
、
教
育

委
員
会
委
員
長
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
対
馬
市
初
代
の
教
育
長
に
、
旧

上
県
町
教
育
長
の
日
高
元
之
（
ひ

だ
か
　
も
と
ゆ
き
）
さ
ん
が
、
教

育
委
員
会
委
員
長
に
旧
上
対
馬
町

教
育
長
の
立
花
義
久
（
た
ち
ば
な

よ
し
ひ
さ
）
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　　

　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、
市
役

所
別
館
第
一
会
議
室
で
選
挙
管
理

委
員
会
が
行
わ
れ
、
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
に
、
旧
厳
原
町
委
員

長
の
円
城
雄
司
（
え
ん
じ
ょ
う
た

け
し
）
さ
ん
が
、
委
員
長
職
務
代

理
者
に
は
、
旧
豊
玉
町
委
員
長
の

井
　
鷹
志
（
い
い
　
た
か
し
）
さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
そ
の
他
、
市
長
選
挙

の
選
挙
日
程
（
告
示
日
三
月
二
十

一
日
、
投
票
日
三
月
二
十
八
日
）

や
方
法
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
選
挙
に
係
る
告
示
等
の
決

定
は
次
回
の
委
員
会
で
行
わ
れ
ま

す
。

　
三
月
一
日
、
対
馬
市
社
会
福
祉

協
議
会
も
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
同
日
、
美
津
島
町
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
で
設
立
当
初
理
事
会
、
同
評

議
会
、
第
一
回
理
事
会
が
行
な
わ

れ
、
規
程
・
規
則
の
制
定
、
評
議

員
委
嘱
の
同
意
、
会
長
、
副
会
長

の
選
任
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
、
副
会
長
は
十
五
名
の
理

事
か
ら
、
初
代
会
長
に
厳
原
町
樫

根
の
廣
田
幸
男
さ
ん
、
副
会
長
に

上
対
馬
町
比
田
勝
の
濱
崎
千
秋
さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

対馬市誕生で、�
さまざまな役職が決まりました。�

対
馬
市
長
職
務
執
行
者

第
一
回
教
育
委
員
会�

�

第
一
回
選
挙
管
理
委
員
会�

社
会
福
祉
協
議
会
も
ひ
と
つ
に�

�

対
馬
市
消
防
団
長
辞
令
交
付�

右から井鷹志職務代理者、円城雄司委員長
　　　早田勇委員、山田博司委員
右から井鷹志職務代理者、円城雄司委員長
　　　早田勇委員、山田博司委員

△教育長�

教育委員会�
委員長�

△
�
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二
月
八
日
、
上
対
馬
町
比
田
勝

の
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
島

内
最
初
の
閉
町
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
米
田
幸
人
町
長
の
式
辞
の
後
、

功
労
者
九
十
二
名
に
表
彰
が
行
わ

れ
、
町
旗
が
降
ろ
さ
れ
て
町
の
歴

史
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
誕
生
し
て
今
年
で
四
十
九
年
、

様
々
な
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
上
県

町
の
「
閉
町
式
」
が
、
二
月
二
十

日
、
上
県
町
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
廣
田

町
長
に
よ
る
式
辞
の
後
、
上
県
町

に
功
労
の
あ
っ
た
十
七
名
に
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
六
日
、
峰
で
閉
町
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
町
の
進
展
に
功
労
の
あ

っ
た
十
名
を
表
彰
し
、
町
旗
を
降

納
し
て
、
一
九
〇
八
年
の
町
村
施

行
以
来
、
九
十
六
年
の
歴
史
を
閉

じ
ま
し
た
。

上対馬町�
閉町式�

上県町�
閉町式�

峰町�
閉町式�

　
一
二
〇
年
の
歴
史
を
持
つ
対
馬
総
町
村
組
合
の
解

散
式
が
、
二
月
二
十
七
日
に
組
合
事
務
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
六
町
町
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
約
五
十
名
が
出
席

し
て
行
な
わ
れ
、
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

対馬総町村組合解散式�
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二
月
十
八
日
、
対
馬
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
美
津
島
町
閉
町
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
町
民
表
彰
・
閉
町
記

念
特
別
表
彰
が
行
な
わ
れ
、
最
後

に
町
長
と
議
長
が
町
旗
を
降
納
し

て
、
四
十
九
年
間
の
町
の
歴
史
を

閉
じ
ま
し
た
。

　
二
月
十
五
日
、
町
民
体
育
館
で

厳
原
町
閉
町
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
冒
頭
に
物
故
者
追
悼
の

黙
と
う
が
行
わ
れ
、
功
労
者
表
彰
、

温
泉
名
の
披
露
、
最
後
に
町
旗
降

納
を
行
い
、
厳
原
町
四
十
八
年
の

歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
八
日
、
島
内
最
後
と

な
っ
た
豊
玉
町
閉
町
式
が
、
豊
玉

町
公
会
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
佐
伯
英
雄
町
長
の
式
辞
の
後
、

十
六
名
に
功
労
者
表
彰
、
町
旗
が

降
納
さ
れ
、
豊
玉
町
四
十
九
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

豊玉町�
閉町式�

美津島町�
閉町式�

厳原町�
閉町式�

　
平
成
十
六
年
二
月
十
六
日
、
対

馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
対
馬
六
町

合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
一
日
の
「
対
馬
市
」
誕
生
を

目
前
に
し
て
、
最
後
の
協
議
に
な

り
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
対
馬
六
町
合
併
協

議
会
の
廃
止
、
対
馬
市
長
職
務
執

行
者
の
決
定
に
つ
い
て
な
ど
事
務

局
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
対

馬
市
長
職
務
執
行
者
は
、
選
挙
で

市
長
が
決
ま
る
ま
で
、
市
長
の
代

わ
り
に
対
馬
市
の
責
任
者
と
な
り

ま
す
。
そ
の
役
目
を
佐
伯
英
雄
旧

豊
玉
町
長
が
務
め
ま
す
。

　
合
併
協
議
会
は
平
成
十
二
年
八

月
一
日
に
設
置
さ
れ
、
合
併
方
式

や
四
十
三
項
目
の
協
定
項
目
を
話

し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
三
年
七
ヶ

月
に
わ
た
り
二
十
六
回
開
催
さ
れ

た
協
議
会
も
二
月
二
十
九
日
で
そ

の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。

最
後
の
合
併
協
議
会�

�
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　対馬市の市長を決める選挙が３月28日（日）に実施されます。�

　投票できるのは、市内128の投票所（今までの旧町での投票所と同じ）で、

投票時間は午前７時から午後６時までの予定となっています。�

　また、開票予定は、午後９時から豊玉総合運動公園体育館（通称パールド

ーム）１か所で即日開票され、午後11時ごろには当落がわかる見込みです。�

�
●投票ができる人�
q日本国民で２０歳以上の人�
　（いちばん若い有権者は、昭和59年３月29日までに生まれた人になります）�
w引き続き３か月以上、対馬市に住所がある人。�
e住民基本台帳に登録されている人（平成15年12月20日までに転入届出をした人）�
　※以上の要件を満たしていても次の人は、投票できません。�
　　（1）投票日前日（３月２７日）までに対馬市外に転出した人�
　　（2）選挙権停止中の人�
�

平成１６年３月２８日（日）投票日�

�

�

あなたの一票が新しい対馬を築く�

�

�

　選挙当日、下記の理由で投票所まで行って投票できない人は、期日前投票という新しい制度で投票が出来るよ
うになりました。今までの不在者投票のように、投票用紙を内封筒、外封筒に入れるなどの面倒がありません。期
日前投票所（対馬市役所厳原・美津島・豊玉・峰・上県・上対馬の各支所）で投票箱に直接投票することになります。

各支所管内の有権者は、各支所での投票となります。�
　　＜例＞　豊玉支所管内の有権者は、豊玉支所のみで投票できます。他の支所では投票できません。�
q日曜日に営業する自営業の人�
w妊娠などの理由で投票日に投票できない人�
e冠婚葬祭の予定のある人�
r旅行の予定のある人　　　　　 　　　　　などです。�

対馬
市長選挙

投票の方法投票の方法（公職選挙法の改正で方法が変わりました）（公職選挙法の改正で方法が変わりました）�

�
期日前投票　　新しい投票方法です。�

投票の方法（公職選挙法の改正で方法が変わりました）�

�

従
来
の
不
在
者
投
票�

期
日
前
投
票�

手続が簡素化され投票がスムーズになります�
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期日前投票のできる期間と場所　不在者投票の請求と交付期日前投票のできる期間と場所　不在者投票の請求と交付場所等場所等�

不在者投票�

郵 便 投 票 �

手続きの方法�

　投票日（３月２８日）に、次の理由で投票所に行って投票することが出来ない見込みの人（期日前投票
者を除く）は、不在者投票用紙の交付請求の手続きを行い、今までの不在者投票を行うことになります。
q選挙期日にわたる観光、病気療養（指定病院等に入院している人を除く）等の旅行で市外に滞在中で
ある人。（対馬市以外の市町村の選挙管理委員会で投票する人）

w病院・老人ホームなどの不在者投票指定施設に入院している人
（病院長・施設長に不在者投票の請求の申し出を行ってください。）
e監獄・少年院等に収容中の人

　郵便投票証明書をお持ちの方は、早めに郵便投票の請求及び交付手続きを早めに行ってください。請求
は３月２４日（水）までです。
　介護保険法の要介護者で、被保険者証に「要介護５」と記載されている方が、新たに郵便等による不在
者投票をすることができました。
　また、身体障害者で身体障害者手帳に「上肢又は視覚の障害が１級である者」、戦傷病者で戦傷病者手
帳に「上肢又は視覚の障害の程度が特別項症から第２項症までである者」として記載されている方は、郵
便等による代理記載制度も創設されました。

　　期　　　　　間　平成16年３月22日（月）から３月27日（土）まで
　　時　　　　　間　午前８時30分から午後８時まで
　　投票できる場所　対馬市役所厳原支所　　（対馬市厳原町国分1441番地）
　　　　　　　　　　対馬市役所美津島支所　（対馬市美津島町 知甲550番地２）
　　　　　　　　　　対馬市役所豊玉支所　　（対馬市豊玉町仁位380番地）
　　　　　　　　　　対馬市役所峰支所　　　（対馬市峰町三根451番地）
　　　　　　　　　　対馬市役所上県支所　　（対馬市上県町佐須奈甲567番地３）
　　　　　　　　　　対馬市役所上対馬支所　（対馬市上対馬町比田勝575番地１）

期日前投票�
①期日前投票所（各支所）に投票所入場券を持っていく。
②期日前投票の宣誓書を書く。
③選挙人として確認できたら、投票用紙を交付します。
④投票用紙に候補者氏名を記入し、投票箱に投票したら終了です。

不在者投票�
①旅行等により、滞在地で不在者投票しようとする人は、早めに不在者投票の交付請求を行ってください。
（不在者投票のできる期間は６日間に限られていますので、交付請求は告示日前でも受付ます。）
②指定病院・病院に入院、入所中の患者は、病院・施設等で投票できますので、早めに病院長や施設長等
　に申し出てください。

対馬市選挙管理委員会　０９２０-５３-６１１１　（代表）総務課内
対馬市役所厳原支所　０９２０-５２-１２１１ 選挙担当
対馬市役所美津島支所　０９２０-５４-２２７１ 選挙担当
対馬市役所豊玉支所　０９２０-５８-１１１１ 選挙担当
対馬市役所峰支所　０９２０-８３-０３０１ 選挙担当
対馬市役所上県支所　０９２０-８４-２３１１ 選挙担当
対馬市役所上対馬支所　０９２０-８６-３１１１ 選挙担当

問い合わせ先�

期日前投票のできる期間と場所　不在者投票の請求と交付場所等�
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対馬市の�
組織機構図�
対馬市の�
組織機構図�

　　名　　　　　称
対馬市役所
　　厳原支所
　　　　　豆酘出張所
　　　　　佐須出張所
　　美津島支所
　　豊玉支所
　　峰支所
　　　　　佐賀出張所
　　上県支所
　　　　　仁田出張所
　　上対馬支所
　　　　　琴出張所
保健福祉事務所
議会事務局
教育委員会
農業委員会
消防本部
　　　　　美津島出張所
　　　　　豊玉出張所
　　　　　峰出張所
　　　　　上県出張所
　　　　　上対馬出張所

　住　　　　　所
厳原町国分1441
厳原町国分1441
厳原町豆酘3075-1
厳原町小茂田713-4
美津島町 知甲550-2
豊玉町仁位380
峰町三根４５１
峰町佐賀608-1
上県町佐須奈甲567-3
上県町樫滝493-1
上対馬町比田勝575-1
上対馬町琴820
豊玉町仁位380
豊玉町仁位380
上対馬町比田勝575
上県町佐須奈甲567-3
厳原町桟原52-2
美津島町 知甲1227
豊玉町仁位935-1
峰町佐賀560
上県町佐須奈乙1078
上対馬町比田勝556

　 電 話 番 号
０９２０－５３－６１１１
０９２０－５２－１２１１
０９２０－５７－０００１
０９２０－５６－１１１１
０９２０－５４－２２７１
０９２０－５８－１１１１
０９２０－８３－０３０１
０９２０－８２－０７０９
０９２０－８４－２３１１
０９２０－８５－０００１
０９２０－８６－３１１１
０９２０－８７－０３３１
０９２０－５８－２２９４
０９２０－５８－１３７９
０９２０－８６－３２１１
０９２０－８４－２４０１
０９２０－５２－０１１９
０９２０－５４－３１１９
０９２０－５８－２１１９
０９２０－８２－０１１９
０９２０－８４－２１１９
０９２０－８６－３９５９

ファックス番号
０９２０－５３－６１１２
０９２０－５２－５６０４
０９２０－５７－１１４５
０９２０－５６－０５２０
０９２０－５４－２０９５
０９２０－５８－０３１７
０９２０－８３－０４３１
０９２０－８２－０１６１
０９２０－８４－２３１０
０９２０－８８－５００１
０９２０－８６－４５２９
０９２０－８７－０３６４
０９２０－５８－２７５５
０９２０－５８－２７５５
０９２０－８６－４４３３
０９２０－８４－２４３０
０９２０－５２－１１９４
０９２０－５４－３１１９
０９２０－５８－２１１９
０９２０－８２－０１１９
０９２０－８４－２１１９
０９２０－８６－３９５９

本所・支所・出張所の連絡先�

総務企画部�

総　務　課� 議　　　会�

監　　　査�

選挙管理委員会�

農業委員会�

教育委員会�

総　務　課�

総　務　班�

地域振興班�

会　計　班�

税　務　班�

住　民　班�

環境衛生班�

水　道　班�

福　祉　班�

健康推進班�

農　林　班�

水　産　班�

観光商工班�

管　理　班�

土　木　班�

地籍調査班�

都市計画班�

事　務　局�

事　務　局�

書　記　室�

事　務　局�

総　務　課�

学校教育課�

生涯学習課�

地区事務所�
学校教育班�

生涯学習班�

秘　書　課�

企　画　課�

財　務　課�

税　務　課�

市　民　課�

保健福祉課�

保　護　課�

保　険　課�

産　業　課�

建　設　課�

総　務　課�

予　防　課�

警　防　課�

消　防　署�出　張　所�

支　所　長�

会　計　課�

水　道　課�

市民生活部�

保健福祉部�

産業建設部�

消防本部�

水　道　局�

助　役�

助　役�

市　長�

収入役�

（厳原支所のみ設置）�

産業振興課産業振興課�産業振興課�

住民生活課�

健康福祉課�

建　設　課建　設　課�建　設　課�

（教育長）�

（消防長）�

（保健福祉事務所）� （各支所に設置）�

（各支所に書記を置く）�

（各支所に書記を置く）�

支所（厳原支所、美津島支所、豊玉支所、峰支所、上県支所、上対馬支所）�



9

■
本
庁
関
係
■

総
務
企
画
部
総
務
課
長

同
　
総
務
課
電
算
室
長

同
　
秘
書
課
長

同
　
企
画
課
長

同
　
財
務
課
長

市
民
生
活
部
税
務
課
長

同
　
市
民
課
長

保
健
福
祉
部
保
健
福
祉
課
長

同
　
保
護
課
長

同
　
保
険
課
長

同
　
日
吉
の
里
所
長

産
業
建
設
部
産
業
課
長

同
　
産
業
課
主
幹

同
　
建
設
課
長

会
計
課
長

水
道
局
水
道
課
長

同
　
水
道
課
主
幹

議
会
事
務
局
主
幹

監
査
事
務
局
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

■
厳
原
支
所
関
係
■

厳
原
支
所
長
兼
総
務
課
長

同
　
総
務
課
主
幹

同
　
総
務
課
主
幹

同
　
住
民
生
活
課
長

同
　
住
民
生
活
課
主
幹

同
　
住
民
生
活
課
主
幹

同
　
健
康
福
祉
課
長

同
　
健
康
福
祉
課
主
幹

同
　
産
業
振
興
課
長

同
　
産
業
振
興
課
主
幹

同
　
産
業
振
興
課
主
幹

同
　
建
設
課
長

同
　
建
設
課
主
幹

同
　
建
設
課
主
幹

同
　
建
設
課
主
幹

同
　
建
設
課
主
幹

同
　
豆
酘
出
張
所
長

同
　
佐
須
出
張
所
長

同
　
佐
須
出
張
所
主
幹

■
美
津
島
支
所
関
係
■

美
津
島
支
所
長
兼
総
務
課
長

同
　
総
務
課
主
幹

同
　
総
務
課
主
幹

同
　
住
民
生
活
課
長

同
　
健
康
福
祉
課
長

同
　
健
康
福
祉
課
主
幹

同
　
産
業
振
興
課
長

同
　
建
設
課
長

■
豊
玉
支
所
関
係
■

豊
玉
支
所
長
兼
総
務
課
長

同
　
総
務
課
主
幹

同
　
住
民
生
活
課
長

同
　
住
民
生
活
課
主
幹

同
　
健
康
福
祉
課
長

同
　
産
業
振
興
課
長

同
　
産
業
振
興
課
主
幹

同
　
建
設
課
長

同
　
建
設
課
主
幹

■
峰
支
所
関
係
■

峰
支
所
長
兼
総
務
課
長

同
　
総
務
課
主
幹

同
　
総
務
課
主
幹

同
　
総
務
課
主
幹

同
　
住
民
生
活
課
長

同
　
住
民
生
活
課
主
幹

同
　
健
康
福
祉
課
長

同
　
健
康
福
祉
課
主
幹

同
　
産
業
振
興
課
長

同
　
産
業
振
興
課
主
幹

同
　
建
設
課
長

同
　
建
設
課
主
幹

同
　
建
設
課
主
幹

同
　
佐
賀
出
張
所
主
幹

■
上
県
支
所
関
係
■

上
県
支
所
長
兼
総
務
課
長

同
　
総
務
課
主
幹

同
　
総
務
課
主
幹

同
　
総
務
課
主
幹

同
　
住
民
生
活
課
長

同
　
住
民
生
活
課
主
幹

同
　
健
康
福
祉
課
長

同
　
産
業
振
興
課
長

同
　
産
業
振
興
課
主
幹

同
　
建
設
課
長

同
　
仁
田
出
張
所
長

■
上
対
馬
支
所
関
係
■

上
対
馬
支
所
長
兼
総
務
課
長

同
　
総
務
課
主
幹

同
　
住
民
生
活
課
長

同
　
住
民
生
活
課
主
幹

同
　
健
康
福
祉
課
長

同
　
産
業
振
興
課
長

同
　
産
業
振
興
課
主
幹

同
　
建
設
課
長

同
　
建
設
課
主
幹

同
　
琴
出
張
所
長

■
教
育
委
員
会
本
庁
関
係
■

総
務
課
長

生
涯
学
習
課
長

対
馬
市
中
央
公
民
館
長

■
教
育
委
員
会
地
区
事
務
所
関
係
■

上
県
事
務
所
長

同
　
主
幹

上
県
地
区
公
民
館
長

峰
事
務
所
長

同
　
主
幹

峰
地
区
公
民
館
長

歴
史
民
族
資
料
館
長

豊
玉
事
務
所
長

同
　
主
幹

同
　
主
幹

豊
玉
地
区
公
民
館
長

美
津
島
事
務
所
長

美
津
島
地
区
公
民
館
長

厳
原
事
務
所
長

同
　
主
幹

同
　
主
幹

同
　
主
幹

厳
原
地
区
公
民
館
長

豆
酘
地
区
公
民
館
長

■
対
馬
市
消
防
本
部
関
係
■

消
防
本
部
消
防
長

同
　
消
防
次
長

同
　
予
防
課
長

同
　
総
務
課
長

同
　
総
務
課
主
幹

同
　
総
務
課
主
幹

同
　
警
防
課
長

対
馬
市
消
防
署
署
長

同
　
副
署
長
兼
総
務
課
長

近

藤

義

則

梅

野

正

儀

財
　
部
　
貴
資
男

阿
比
留
　
正
　
明

一

宮

英

久

山

田

幸

男

俵

　

次

男

松

井

雅

美

川

本

豊

信

松

村

善

彦

勝

井

俊

博

武

田

憲

次

神

宮

忠

弥

扇

　

照

幸

扇

　

広

幸

森

田

健

一

黒

瀬

勝

弘

斎

藤

芳

久

斉

藤

長

生

斎

藤

勝

行

長
谷
川
　
洋
　
蔵

永
　
尾
　
一
二
三

平

間

義

信

松

原

敬

行

長

　

信

義

阿
比
留
　
義
　
邦

神

宮

吉

幸

神

宮

照

一

斎

藤

清

榮

松

本

暦

幸

原

田

善

紀

飯

塚

　

実

初

村

勝

也

川

上

　

司

根

〆

憲

治

内

山

宗

雄

廣

田

宗

雄

高

松

久

之

木

寺

和

福

三

山

　

豊

内

田

　

洋

松

村

利

光

阿
比
留
　
　
　
矗

勝

見

末

利

牧

山

　

隆

吉

野

建

實

清

水

達

明

小

島

　

近

佐

伯

　

勲

國

分

猛

志

末

松

計

二

阿
比
留
　
博
　
文

川
　
上
　
萬
壽
雄

中

島

　

均

佐

伯

岩

男

小

島

憲

治

中

庭

誠

次

梅

野

慶

一

永

留

秀

幸

永

留

徳

光

志

田

博

俊

阿
比
留
　
正
雄

多

田

壮

一

中

村

計

司

八

坂

義

久

島

井

利

和

永

留

秋

廣

永

留

安

生

國

分

敏

久

松

村

利

宏

宮
　
川
　
平
八
郎

山

本

輝

昭

庄

司

茂

夫

武

田

延

幸

田

代

治

徳

阿
比
留
　
保
　
則

大
　
石
　
孝
三
郎

日

高

一

夫

緒

方

雅

文

辻

　

増

男

川

本

治

源

川

本

惣

宏

平
　
井
　
精
一
郎

梅

野

　

誠

瀬
　
崎
　
万
壽
喜

朝

鍋

嘉

昭

梅

野

茂

希

比
田
勝
　
尚
　
喜

岩

中

智

夫

糸

瀬

良

久

大

浦

義

光

洲

河

真

紀

菅

野

倶

吉

武

田

利

實

平

間

利

明

原

田

義

則

安

重

孝

一

佐

護

文

正

阿
比
留
　
博
　
幸

中

村

敏

明

青

廣

和

薦

田

弘

實

阿
比
留
　
輝
　
雄

阿
比
留
　
茂
　
夫

川

上

幸

義

橋

本

政

次

鶴

岡

利

信

吉

野

　

哲

小

島

武

博

庄

司

政

行

小

宮

正

隆

柳

田

政

則

柴
　
田
　
由
美
子

永

尾

数

馬

古

藤

精

一

阿
比
留
　
仁
　
志

平
　
山
　
須
佐
雄

小

田

昭

人

勝

見

芳

光

阿
比
留
　
富
美
子

永

留

正

司

吉

田

有

慶

阿
比
留
　
　
　
健

職
　
名�

氏
　
名�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

浅
茅
の
丘
所
長

（
次
長
級
）

（
次
長
級
）

（
次
長
級
）

（
次
長
級
）

（
次
長
級
）

（
次
長
級
）

学
校
給
食
共
同
調
理
場
長

生
涯
学
習
班
担
当

厳
原
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長

対
馬
市
職
員
名
簿� （
課
長
級
以
上
）�

平
成
十
六
年
三
月
一
日
付
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対
馬
市
誕
生
を
祝
い
、
二
月
二

十
二
日
に
豊
玉
総
合
運
動
公
園
で
、

対
馬
商
工
会
青
年
部
主
催
の
対
馬

市
誕
生
イ
ベ
ン
ト
「
対
馬
ん
も
ん

に
ぎ
わ
い
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、「
輪
に
な
れ
対
馬
」
を

合
言
葉
に
商
工
会
青
年
部
が
中
心

に
、
役
場
や
農
協
、
漁
協
、
青
年

団
な
ど
の
若
手
が
企
画
運
営
し
た

も
の
で
、
ま
つ
り
当
日
は
、
あ
い

に
く
の
雨
模
様
の
た
め
、
イ
ベ
ン

ト
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
が
、
対

馬
産
マ
グ
ロ
「
ト
ロ
の
華
」
の
解

体
シ
ョ
ー
や
郷
土
芸
能
発
表
会
、

対
馬
物
産
展
、
対
馬
一
決
定
戦
、

豚
汁
、
ぜ
ん
ざ
い
が
無
料
で
出
さ

れ
る
な
ど
、
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　
祭
り
の
後
半
に
は
、
た
い
ま
つ

リ
レ
ー
も
行
な
わ
れ
、
引
き
続
き

行
な
わ
れ
た
合
併
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
対
馬
六
町
の
町
旗
と
対
馬
市

旗
が
掲
げ
ら
れ
、
小
学
生
の
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
、
檜
で

作
ら
れ
た
対
馬
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
贈
呈
式
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
祭

り
は
終
了
し
ま
し
た
。
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小学生ポスターコンクール受賞者（応募総数128点）�

２

５

５

６

６

６

６

５

２

４

６

６

４

４

５

３

３

６

６

西小学校

今里小学校

小綱小学校

小綱小学校

豊玉小学校

西小学校

塩浦小学校

塩浦小学校

塩浦小学校

東小学校

東小学校

西小学校

西小学校

今里小学校

今里小学校

仁田小学校

仁田小学校

小綱小学校

小綱小学校

御手洗　　　汐

神　宮　　　葵

惣　島　祥　吾

村　瀬　菜々美

波　田　晶　穂

春日亀　梨　奈

樋　口　　　琢

明　井　将　吾

斉　藤　侃　也

吉　田　佑　希

権　藤　美　琴

島　居　　　望

小　松　しおり

財　部　真　由

吉　村　智　美

春　田　季　恵

小　宮　沙希子

橘　　　和　也

波　田　美　紀

最優秀賞

優 秀 賞

優 秀 賞

優 秀 賞

優 秀 賞

優 秀 賞

優 秀 賞

対馬市賞

対馬市賞

対馬市賞

対馬市賞

対馬市賞

対馬市賞

対馬市賞

対馬市賞

対馬市賞

対馬市賞

対馬市賞

対馬市賞

賞 氏　　名 学年 学　校　名
みたらい なぎさ

しん ぐ あおい

そう しま しょう ご

むら せ な な み

は だ あき ほ

かすがめ り な

ひ ぐち みがく

みょう い しょう ご

さい とう かん や

よし だ ゆう き

ごん どう み こと

しま い のぞみ

こ まつ

たから べ ま ゆ

よし むら とも み

はる た き え

こ みや さ き こ

たちばな かず や

は だ み き

ポスターコンクール最優秀作品と受賞の御手洗さん�
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豊
玉
町
が
「
福
祉
の
里
」
づ
く

り
（
仁
位
）
の
一
環
で
建
設
を
進

め
て
き
た
「
豊
玉
診
療
所
」
が
完

成
し
、
二
月
十
九
日
に
落
成
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
四
月
一
日
か
ら

医
師
二
名
体
制
で
供
用
開
始
に
な

り
ま
す
。

　
診
療
所
は
木
造
平
屋
建
約
七
六

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
ベ
ッ
ド
数
六

床
で
、
人
工
透
析
施
設
も
設
置
さ

れ
、
対
馬
中
央
部
の
救
急
体
制
が

充
実
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
診
療

所
建
設
に
あ
わ
せ
、
医
師
用
住
宅

（
木
造
平
屋
建
約
一
〇
六
平
方
メ

ー
ト
ル
）
二
棟
も
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

【
問
合
せ
先
】

０
９
２
０（
５
８
）８
０
８
０

　
幼
児
の
保
育
環
境
充
実
の
要
望

を
受
け
、
美
津
島
町
が
進
め
て
い

た
「

知
保
育
所
」
の
改
築
工
事

が
完
了
し
、
二
月
二
十
六
日
に
開

所
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
施
設

の
供
用
は
二
月
二
十
三
日
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
遊
具
や

施
設
に
園
児
は
大
喜
び
で
し
た
。

　
同
保
育
所
は
美
津
島
町
が
平
成

十
二
年
度
か
ら
の
「
保
育
所
整
備

第
七
次
計
画
」
で
整
備
を
進
め
て

い
た
も
の
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
平
屋
建
約
八
九
五
平
方
メ
ー

ト
ル
、
保
育
で
き
る
定
員
は
百
名

で
す
。
施
設
内
に
は
、
学
童
保
育

室
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
設

置
さ
れ
、
保
育
の
中
心
的
な
施
設

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
建
物
前

の
遊
戯
運
動
場
は
、
ゴ
ム
チ
ッ
プ

舗
装
で
園
児
が
転
ん
で
も
怪
我
を

し
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
上
対
馬
町
西
泊
に
建
設
中
だ
っ

た
温
泉
施
設
「
渚
の
湯
」
が
完
成

し
、
平
成
十
六
年
二
月
八
日
に
落

成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
落
成
式
終
了
後
、
温
泉
が
無
料

開
放
さ
れ
、
二
百
人
余
り
の
方
が

新
し
い
温
泉
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
入
浴
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
泉
質

が
良
く
て
肌
が
す
べ
す
べ
す
る
」

「
露
天
か
ら
の
眺
め
が
良
く
て
き

も
ち
い
い
」
な
ど
た
い
へ
ん
好
評

で
し
た
。

上
対
馬
温
泉

上
対
馬
温
泉�

　
「
渚
の
湯

「
渚
の
湯
」
オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン�

上
対
馬
温
泉�

　
「
渚
の
湯
」
オ
ー
プ
ン�

豊
玉
診
療
所
完
成

豊
玉
診
療
所
完
成�

豊
玉
診
療
所
完
成�

２
月
の
月
の�

　
出
来
事

　
出
来
事�
２
月
の�

　
出
来
事�

【
料
金
】

　
大
　
　
人
　
　
五
〇
〇
円

　
小
中
学
生
　
　
一
五
〇
円

【
問
合
せ
先
】

０
９
２
０（
８
６
）４
５
６
８

知
保
育
所
完
成

知
保
育
所
完
成�

知
保
育
所
完
成�
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２
月
の�

　
出
来
事� 　3月1日から対馬が市になりましたね。

　これから対馬は新たな機能、市として、新しい歴史がはじまります。今までは６町に
区別された対馬が、この度１つの市として認識されることは、いままで以上により大き
く感じられ、韓国と九州にさらに近くなったような気がするのは私だけでしょうか。
対馬市としての新しい出発、おめでとうございます。
　さて、今回お話したい韓国での話題は日本の相撲です。
　去る２月14･15日と18日にソウルと釜山で相撲の公演がありました。相撲の韓国公演
は韓国独立以来初めてだそうですね。今回の公演は2002年ワールドカップ共同主催の
成功を記念して、両国間の交流の推進を目的とし、金大中元大統領と小泉純一郎総理大
臣により合意された「日韓共同未来プロジェクト事業」の一環です。
　14日と15日のソウル公演をテレビで、18日の釜山公演は現場へ駆けつけました。釜
山会場の観覧客は8,000名にのぼり、平日の夕方にも関わらず、多くの人の集まりにび
っくりしました。花道から登場する力士を目の当たりにしたら、思わず‘すごく大きい
ね’と口に出してしまいました。テレビで見るとき‘力士って大きいなぁ’と思っては
いましたが、実際に相撲を目の前で見てびっくりしたのは、力士のほとんどが185ｃｍ
を超える長身だったことです。それなのにさらなるその体型には圧倒されますね。太も
もの片方がまるで私の腰みたいな太さですね（これは、どっちが大げさでしょうか？腰
？太もも？）。
　その‘ゴンゴン’と聞こえる力士の足音は２階に座っている私にまで聞こえるほどで
した。それなのに柔軟な動き、全く驚きですね。
　そして、ちょっぴり心配でもあった、力士の締め込みの姿、そこまで抵抗もなかった
ですね。
　相撲を見る釜山市民の反応は興味津々で、
　「ヨッ、ぶつかった。痛そうだね」「よし、押し出したぞ！」「頑張れ！」
など試合に夢中でした。
　特に韓国の出身選手もいたのでより身近にも感じら
れました。
　最後の弓取り式が終わり、力士の全員が土俵に登場
し挨拶をする時観客は、大きな拍手で彼らの迫力あっ
た試合をたたえました。
　さて、ここで一つクイズです。
　韓国でも日本の相撲と同様のスポーツがあります。
この韓国式相撲の名前は何でしょうか？（答えは次回の市報に。。。）

対馬釜山事務所だより
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私たち会員は、「私たちの健康は私たちの手で」をスロ
ーガンに生涯における健康づくり活動を、食を通して地
域において推進しているボランティア組織の団体です。�

　上県支部では、町の健康政策「あがた元気プラン」
の推進のために、「もっと旬の野菜を食卓に!」をテ
ーマに伝達活動に取り組んでいます。現在会員16名
です。これからも地域に根ざした活動ができるよう
に頑張りたいと思います。�

　上対馬支部は、少ない会員数の中で、今１つの目
標に向かってがんばっています。一番身近な、減塩
に取り組み、会員同志の団結力も出来てきました。
対馬は、３月から１つになりますが、また、初心に
もどり市民の皆さんの為に少しでも力になれるよう
に、前向きに進んで行きたいと思います。�

健康づくりの和をもっと大きく!　　　　　豊玉支部�
　私たちヘルスメイトは、「私たちの健康は私たち
の手で」をスローガンに、12名という少ない会員で
はありますが、地区活動を通じて健康づくりのため
のボランティア活動を行っています。最近では、ゴ
ミ問題にも取り組み、ごみ分別についての学習やエ
コタワシづくりの指導・紹介など積極的に行ってい
るところです。これからも楽しく明るい仲間づくり
を心がけていきたいと思います。�

　美津島支部「七草会」は、会員の和を大切に、目
標は大きく、活動はこまめにを心がけていきたいと
思います。全島の皆様どうぞ宜しくお願いします。�

　厳原支部は発足24年目、会員58名で活動してい
ます。地域において親しみを感じ気軽に呼びかけて
もらえる存在となりつつあります。「継続は力なり」
を信じ、健康づくりの案内役とし、まず自分、家族、
お隣りさん、お向いさんと地道な活動を続けていき
たいと思います。�

　私たち峰町支部（いなほ会）は、会員数20名と微
力ながらも、会員同士でお互いに声をかけあい楽し
んで活動をしています。平成15年度は、ヘルスサポ
ーターの育成や男性の料理教室、ゴミの減量化運動
などに取り組んでいます。これからも「私たちの健
康は私たちの手で……。地域の健康は地域で……」
をスローガンに頑張っていきます。�

食生活改善�
推進員�
食生活改善�
推進員�
食生活改善�
推進員� 愛称は

�

ヘルス
メイト

�
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情報BOX情報BOX情報BOX
市からのお知らせ�

募
集�

お
知
ら
せ�

お
ね
が
い�

そ
の
他�

　市役所本庁の電話やFAXの市内番号が間違い
やすくなっています。�
　これは、厳原の市内局番は「52」なのです
が、今では回線が足りず「53」が使われてい
るためです。�
　対馬市の電話やFAX番号は次のとおりです。
対馬市本庁も市内局番は「53」を使用してい
ます。お間違いのないようにご注意ください。�
　なお、間違い電話やFAXでご迷惑をおかけし
た皆様に深くお詫び申し上げます。�
�
本庁電話番号（0920）53－6111�

本庁FAX番号（0920）53－6112�
　　　　　　（0920）53－6110 （戸籍専用）�

　厳原町の歴史を綴った「町報いづはら」の縮
刷版を予約販売しています。�
　昭和５７年７月号～最終号までを綴った貴重
なものです。発行部数に限りがありますので、
お早めにお申し込みください。（電話予約可）�
　申込先　　対馬市厳原支所総務課�
　電話　52－1211　内線325�
※完売になりましたらご容赦ください。�

　ごみ毎に分類していただかないと、センターのプラットホーム（分別するところ）での渋滞の原
因となります。各事業所での分別持込にご協力ください。�
�
�
　燃えるごみは焼却炉に投入するとき、前処理として粉砕機で10～15cmに細かく砕きます。厚い
書類はこのとき粉砕機に詰まる原因になります。ファイルやとじヒモでとじた書類はすべて外して、
指定のごみ袋に入れてお出しください。�
また、金具が付いたファイルは金具を取り外してください。金具部分は燃えないごみで、ファイル
は燃えるごみでお出しください。�
�
�
　それぞれヒモで十字に束ねて10kg程度にひとまとめにしてお出しください。ただし、汚れのひ
どいもの、ぬれているものは燃えるごみとしてお出しください。�
　（問い合わせ先）TEL 0920-52-3001�
�

　対馬市厳原支所では、支所管内（旧厳原町内）
でのごみ袋販売業者を募集しています。平成16
年3月31日までにお申し込みください。�
�
1．申込対象者…厳原支所管内（旧厳原町内）の方�
2．販売手数料…1袋につき5円�
3．市からの購入方法…各袋200枚単位で購入に
　  　　　　　　　　　なります。�
4．購入単価……可燃・不燃物用�
　　　　　　　　（大）1枚60円、（小）40円�
　　　　　　　　資源ごみ用�
　　　　　　　　（大）1枚30円、（小）20円�
5．手数料支払い………年2回�
6．販売期間……………自平成16年4月1日　�
　　　　　　　　　　　　至平成17年3月31日�
7．申込先…対馬市厳原支所  住民生活課�
　　　　　　環境衛生班�
　　　　　　TEL：52－1211（内線237）�

町報いづはら縮刷版�予約�
受付中�
�

ごみ袋販売業者の募集�
�

対馬市役所からのお知らせ�
�

お間違いの�
ないように!!

対馬クリーンセンターからのお願い�
�事業所からの書類等の搬入について�

�

書　　類　　燃えるごみとしてお出しください。�
�

書籍・雑誌・パンフレット　　資源ごみとしてお出しください。�
�

対馬クリーンセンターからのお願い�
�
対馬クリーンセンターからのお願い�
�
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対馬市厳原支所産業振興課では、平成16年度の業務嘱託員を次のとおり募集しています。�
○業務内容…厳原支所管内の公園・遊園・海水浴場及び緑地の管理、補修清掃業務　�
○勤務箇所…対馬市厳原支所産業振興課　�
○募集人員…1名　�
○応募資格…対馬市内に在住し、通勤可能な年齢20歳以上55歳未満の健康な人（普通車免許
を有するもの）　�
○嘱託期間　平成16年4月1日から平成17年3月31日　�
○嘱 託 料　対馬市が別に定める嘱託員取扱要綱による　�
○選考方法　書類審査及び面接　�
○選考日時　応募者に別途通知する�
応募される方は、市販の履歴書（自筆、写真貼付）1通を対馬市厳原支所産業振興課あて平成
16年3月26日（金）午後5時までに持参か郵送で申し込んでください。�
○問い合わせ先　対馬市厳原支所産業振興課�
　　　　　　　　対馬市厳原町国分1441番地TEL52－1211内線347�
�

１、対馬市の各税の納期は次のとおりです。�
q軽自動車税は納期が５月１日から同月３１日まで�
w市県民税、固定資産税、国民健康保険税の納期は次のとおり６月から翌 
　年２月までの９期（市県民税の特別徴収の納期は今までどおりで変更は
　ありません。）�

第１期　　　６月１日から同月３０日まで�
第２期　　　７月１日から同月３１日まで�
第３期　　　８月１日から同月３１日まで�
第４期　　　９月１日から同月３０日まで�
第５期　　１０月１日から同月３１日まで�
第６期　　１１月１日から同月３０日まで�
第７期　　１２月１日から同月２５日まで�
第８期　翌年１月５日から同月３１日まで�
第９期　翌年２月１日から同月末日まで�
�
�

対馬市の�
税について�

�

地 区 名 �
厳 原 町 �
美津島町�
豊 玉 町 �
峰 町 �
上 県 町 �
上対馬町�

　　　　実施予定日�
４月８日、９日、１２日、１３日�
４月２１日、２２日、２３日�
４月６日、７日�
４月５日�
４月１５日午後、１６日�
４月１４日、１５日午前�

　次の日程で犬の予防注射・登録が実施されます。狂犬病予防注射手数料は３，０５０円、登録手数
料は３，０００円です。詳しい時間・場所については、各支所の住民生活課、環境衛生班におたずね
ください。�

（お願い）�
q注射時に犬が動かないように押さえることが出
来る方がお連れください。�
w手数料はつり銭が要らないようにご準備くださ
い。�
e接種事故の防止のため、飼い犬の健康状態が良
くない場合は、当日獣医師に申し出てください。�

�
※飼い犬の引き取り事業は、毎月第２、第４木曜日です。お手数ですがお住まいの各支所、環境衛生
　班まで犬をお連れください。�
�

２、本庁と支所の事務について�
q本庁は賦課徴収の事務を総括します。�
w各支所は基本的に旧町（支所管内）の賦課徴収
の事務を、今までどおり行います。�

e税務に関する届出及び各種証明、閲覧申請は各
支所で受付けます。�

�
３、そのほかは今までどおり（旧町と同じ取り扱い）で変更はありませんが、平成16年度は税制改正
　が行われる予定です。�

○お問い合わせ�
本　　　庁　市民生活部　税務課�
TEL.0920（53）6111内線455～458�

厳 原 支 所　住民生活課　税務班�
TEL.0920（52）1211内線221～229�

美津島支所　住民生活課　税務班�
TEL.0920（54）2271内線111～114�

豊 玉 支 所　住民生活課　税務班�
TEL.0920（58）1111内線121～123�

峰　支　所　住民生活課　税務班�
TEL.0920（83）0301内線170～172�

上 県 支 所　住民生活課　税務班�
TEL.0920（84）2311内線120～122�

上対馬支所　住民生活課　税務班�
TEL.0920（86）3111内線102～107�
�
�

犬の予防注射と登録のお知らせ�
�

公園等管理業務嘱託員の募集�
�
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情報BOX情報BOX情報BOX
庁外からのおしらせ�

募
集�

お
知
ら
せ�

お
ね
が
い�

そ
の
他�

　対馬の110番は、今まで対馬南警察署と対馬北警察署で受け付けていましたが、
増え続ける110番通報に的確な対応をするため、3月10日から県警本部で受け付
けるようになりました。�
　県警本部で受付となりますので、ご面倒ですが通報の時には地番まで住所をお
知らせください。�
《例》今までの「中村……」ではなく、「対馬市厳原町中村……番地」と説明願います。�
110番は非常通報用です。落し物などの問合せは次の電話番号にお願いします。�
対馬北警察署：0920－84－2110�
対馬南警察署：0920－52－0110

★1種試験（大卒程度）�
【受験資格】昭和46年4月2日�
　　　　　　～昭和58年4月1日生まれの者�
（昭和58年4月2日以降生まれの者に特例あり）�
【申込用紙配付開始】 2月10日（火）�
【申込受付期間】4月1日（木）～4月8日（木）�
【第1次試験】5月2日（日）�

★2種試験（大卒程度）�
【受験資格】昭和50年4月2日�
　　　　　　～昭和58年4月1日生まれの者�
（昭和58年4月2日以降生まれの者に特例あり）�
【申込用紙配付開始】2月10日（火）�
【申込受付期間】4月14日（水）～4月23日（金）�
【第1次試験】6月20日（日）�
【申込用紙の請求方法】�
　郵便で請求する場合は、角形2号の封筒に140円
切手を貼った、宛先明記の返信用封筒を同封し、
往信封筒の宛先（人事院九州事務局）の左側に請
求を希望する試験を朱書き（例）『1種又は2種
請求』）して、下記の問い合わせ先まで送付して
ください。�

【問い合わせ先】人事院九州事務局第二課試験係�
〒812-0013福岡市博多区博多駅東2-11-1�
Tel.092-431-7733�
     092-431-8173（テレホンサービス）�
http：//www31.ocn.ne.jp/̃npaq/（ホームページ）�

区　　　分�

発生件数�
本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

死 者 数�

負傷者数�

厳 原 町 �美津島町�豊 玉 町 �峰　　町�上 県 町 �上対馬町�対馬市全体�

交 通 事 故 情 報 � 平成16年2月15日現在�

4

0

1

1

3

－1

2

0

0

0

4

1

0

－3

0

0

0

－3

1

1

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

1

－1

0

0

1

－2

8

－3

1

1

9

－4

※交通ルールを守り、交通事故の無い対馬市を目指しましょう。�

日　　程�

４月　４日�
11日�
18日�
26日�
29日�

５月　２日�
３日�
４日�
５日�
９日�
16日�
23日�
30日�

６月　６日�
13日�
20日�
27日�

診 療 所 名 �

三 根 診 療 所 �
畑 島 医 院 �
佐 賀 診 療 所 �
吉 田 内 科 医 院 �
かも整形外科医院�
東 島 医 院 �
すとう内科医院�
豊 玉 診 療 所 �
佐 須 奈 診 療 所 �
仁 田 診 療 所 �
三 根 診 療 所 �
畑 島 医 院 �
佐 賀 診 療 所 �
吉 田 内 科 医 院 �
かも整形外科医院�
東 島 医 院 �
すとう内科医院�

医　　師　　名�

塩　見　秀　明�
畑　島　　　陽�
武　林　幸　子�
吉　田　茂　幸�
賀　茂　和　典�
東　島　英　孝�
主　藤　久　次�
山　上　　　睦�
豊　田　信　寛�
吉　田　一　郎�
塩　見　秀　明�
畑　島　　　陽�
武　林　幸　子�
吉　田　茂　幸�
賀　茂　和　典�
東　島　英　孝�
主　藤　久　次�

平成１６年度日曜・休日救急医療在宅当番医�

受験者
�

募集�
国家公務員採用1種・2種試験�

＊110番は警察本部で集中受付（3月10日から）�
厳原警察署→対馬南警察署　　上県警察署→対馬北警察署�

警察の名前が変わりました�警察の名前が変わりました�警察の名前が変わりました�
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【受験資格】�
1　昭和52年4月2日�
　　　　　　　　～昭和58年4月1日生まれの者�
2　昭和58年4月2日以降�
　　　　　　　　生まれの者で次に掲げるもの�
　　a大学を卒業した者及び平成17年3月まで　
　　　に大学を卒業する見込みの者�
　　s人事院がaに掲げる者と同等の資格があ　
　　　ると認める者�
【試験の程度】大学卒業程度�
【受付期間】平成16年4月1日（木）～4月16日（金）�
※申込書の提出はできるだけ郵送（配達記録郵便
扱い）でお願いします。�
［平成16年4月16日（金）消印有効］�
【第1次試験】試験日…平成16年6月13日（日）�
【第2次試験】試験日…平成16年7月26日（月）
　　　　　　　　　　　～7月29日（木）のうち
　　　　　　　　　　　指定する日�
※申込みなど詳細については、�
厳原税務署総務課TEL0920（52）0645又は�
福岡国税局人事第二課TEL092（411）0031�
　　　（内2117、2143）までお尋ねください。�
福岡国税局ホームページ
http://www.fukuoka.nta.go.jp/にも募集内容を
掲載しています。�
�

★労働基準監督官採用試験�
【受験資格】昭和50年4月2日�
　　　　　　～昭和58年4月1日生まれの者�
（昭和58年4月2日以降生まれの者に特例あり）�
【申込用紙配付開始】2月10日（火）�
【申込受付期間】4月1日（木）～4月16日（金）�
【第1次試験】6月13日（日）�
★法務教官採用試験�
【受験資格】昭和50年4月2日�
　　　　　　～昭和58年4月1日生まれの者�
（昭和58年4月2日以降生まれの者に特例あり）�
【申込用紙配付開始】2月10日（火）�
【申込受付期間】4月1日（木）～4月16日（金）�
【第1次試験】6月13日（日）�
�
【申込用紙の請求方法】�
　郵便で請求する場合は、角形2号の封筒に140円
切手（国税専門官は120円）を貼った、宛先明記
の返信用封筒を同封し、往信封筒の宛先（人事院
九州事務局）の左側に請求を希望する試験を朱書
き（例）『国税専門官請求』）して、下記の問い
合わせ先まで送付してください。�

【問い合わせ先】人事院九州事務局第二課試験係�
〒812-0013福岡市博多区博多駅東2-11-1�
Tel.092-431-7733�
     092-431-8173（テレホンサービス）�
http：//www31.ocn.ne.jp/̃npaq/（ホームページ）�

月�

4

5

日�

8

9

22

23

13

14

27

28

木�

金�

木�

金�

木�

金�

木�

金�

曜日� 診療時間� 診療場所�

午前の部� 対馬学園（豊玉町和板）�

対馬学園（豊玉町和板）�

特別養護老人ホームひとつばたご�
（上対馬町玖須）�

午後の部�

（検診）�

午前の部�
午後の部�

午前の部�
午後の部�

午前の部�
午後の部�

13:00～17:00

9:00～12:00
13:00～15:00

9:30～14:00

13:00～17:00

9:00～12:00
13:00～15:00

13:00～17:00

9:00～12:00
13:00～15:00

13:00～17:00

9:00～12:00
13:00～15:00

１．受診できる方
　　一般の歯科医で治療困難な障害者(児)及び一般の歯科医に通院が困難な方
２．診療日程と診療場所

対
馬
地
区
障
害
者（
児
）巡
回
歯
科
診
療
の
お
知
ら
せ�
�

労働基準監督官・法務教官採用試験�
（大卒程度）�

平成16年度国税専門官�
�

受験者
�

募集�
募集�
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�

開催内容：記念植樹、森林教室�

日　　時：平成１６年４月２９日（祝）　10:30～15:00�

�　　　　　（雨天の場合：平成１６年５月９日（日））�

場　　所：対馬市美津島町　グーリンピア対馬�

募集期間：平成１６年４月１日（木）～４月２０日（火）�

主　　催：長崎県緑化推進協会�

連 絡 先：対馬支庁林業部（担当：平野、岩崎）�

�　       　 TEL：0920-52-0318　FAX：0920-52-7340

財団法人　労災保険情報センター（RIC）では、労災保険制度全般の
ご相談をお受けしております。相談は無料で秘密は厳守します。当財
団は、厚生労働省の委託を受けて相談業務を行っております。お気軽
にご相談下さい。�
�
（財）労災保険情報センター長崎事務所�
〒850-0045　長崎市宝町5番5号平田ビル4階�
　　　　　　　電話095-845-7835　FAXO95-845-7845�
　　　　　　　フリーダイヤル　0120-848-847�

窓　　口� 住　　所� 電 話 番 号 �

対馬支庁総務課�

対馬支庁上県土木出張所�

対馬市厳原町宮谷224�
対馬支庁本館２階�

対馬市上県町佐須奈乙937�
上県総合庁舎１階�

（0920）52-1311内線211�
�

（0920）84-2028�
�

◎パスポート（旅券）の申請とお問合せ�
�

事務所の名前が変わりました�
�

記念植樹を通じて、地球温暖化防止や森林・緑の大切さについて考えてみませんか？�
�

平成16年度「親と子新緑のつどい」開催案内�
�

３月１日の対馬市誕生に伴い、福岡入国管理局厳原港出張所の名称と住所表示を変更いたしました。�
�
旧　名　称：福岡入国管理局厳原港出張所�
　　　　　　（住所）〒817-0016　長崎県下県郡厳原町大字厳原東里341-42�
　　　　　　　　　　　　　　　　　厳原地方合同庁舎�
�
新　名　称：福岡入国管理局対馬出張所�
　　　　　　（住所）〒817-0016　長崎県対馬市厳原町東里341-42�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　厳原地方合同庁舎�

お問い合わせ先�
福岡入国管理局対馬出張所　電話（０９２０）５２－０４３２�
　　　　　　　　　　　　　FAX（０９２０）５２－６５１７�
福岡入国管理局総務課　　　電話（０９２）６２３－２４００�
　　　　　　　　　　　　　FAX（０９２）６２６－５２０４�

お気軽
に

ご相談
下さい

。



■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。
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　開庁式を終え、８時 4 0分から市長応接室で、新市
になって最初の共同記者会見が行われました。
　会見では、佐伯市長職務執行者に対して、職務の抱
負や新市への期待など矢継ぎ早に質問がありました。

対馬
市

トピッ
クス対馬
市

トピッ
クス

　３月１日９時から厳原支所１
階会議室で、辞令交付式が行わ
れました。
　佐伯市長職務執行者より６支
所長、本庁各課長ら約 4 0名が
824名の職員に代わって辞令を
受けました。

新市職員へ辞令交付��新市職員へ辞令交付��

　対馬市発展を願って、上県町出身で東京保育
専門学校長の畑島喜久生さんから、畑島さん著
書の詩集「わたしの魚類図鑑」が市内の小・中
・高、公民館など公共機関に約200冊贈られま
した。これは畑島さんが、対馬観光物産協会の
「対馬ふるさと大使」を務め、自身が対馬を出
　て50年になることと、対馬市の市制発足に
　　併せて贈ったものです。

あ�

う�

り�
が�と�
あ�

う�

り�
が�と�
あ�

う�

り�
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　３月１日、対馬市となり福祉
事務所の業務が対馬市に移され
るため、市長応接室で県福祉保
健課・池上博敏参事から佐伯市
長職務執行者に事務引継が行な
われました。

福祉事務所�
事務引継式�
�

共同記者会見�
�

個人のプライバシー保護のため、戸籍のコーナー�
（結婚・出産・死亡）は、掲載しないこととしました。�


